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財
団
法
人
日
動
美
術
財
団
の
協
力
を
得
て
、「
セ
ル
フ
・

ポ
ー
ト
レ
イ
ト
展
│
キ
ャ
ン
バ
ス
の
中
の
巨
匠
た
ち
│
」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

セ
ル
フ
・
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
（
自
画
像
）
は
画
家
や
彫
刻

家
が
自
己
と
語
り
合
い
、
自
分
の
顔
や
姿
を
描
い
た
も
の

で
す
。
美
し
く
、
優
し
く
、
高
貴
に
な
ど
、
他
者
を
描
く

際
の
条
件
は
一
切
な
く
、
お
も
む
く
ま
ま
に
自
己
の
深
奥

を
探
り
え
る
自
画
像
は
、
巨
匠
・
名
匠
の
心
の
内
を
た
ど

る
格
好
の
作
品
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

自
画
像
は
ほ
と
ん
ど
の
作
家
が
一
度
は
手
が
け
る
テ
ー

マ
で
す
が
、
そ
れ
は
初
学
の
頃
で
あ
っ
た
り
、
転
機
に
さ

し
か
か
っ
て
自
己
を
も
う
一
度
見
つ
め
た
い
と
考
え
た
時

な
ど
に
描
か
れ
、
数
は
ご
く
限
ら
れ
た
も
の
で
す
。
で
す

か
ら
、『
自
画
像
』
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
は
難
し

い
も
の
で
す
。
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
で
は
東
京
藝
術
大
学

が
初
期
か
ら
卒
業
生
に
対
し
、
作
品
に
自
画
像
を
添
え
て

提
出
す
る
こ
と
を
求
め
、
現
在
膨
大
な
数
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
功
成
り
名
を
遂
げ
た
作
家
の
自
画
像
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
は
、
洋
画
商
の
先
駆
・
日
動
画
廊
が
収
集
し
、

笠
間
日
動
美
術
館
に
収
ま
っ
て
い
る
も
の
が
群
を
抜
い
て

い
ま
す
。

　

今
回
、
日
本
近
代
洋
画
の
先
駆
者
高
橋
由
一
か
ら
現
在

活
躍
中
の
作
家
ま
で
を
揃
え
た
笠
間
日
動
美
術
館
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、
佐
伯
祐
三
な
ど
大
正
以
後
の
自
画

像
を
選
定
し
、
当
館
所
蔵
作
品
等
と
併
せ
て
六
十
作
家
の

自
画
像
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
梅
原
龍
三
郎
や
安
井
曾

太
郎
、
藤
田
嗣
治
等
の
巨
匠
か
ら
、
萬
鉄
五
郎
、
佐
伯
祐

三
等
の
鬼
才
、
石
川
出
身
の
宮
本
三
郎
、
高
光
一
也
、
鴨

居
玲
、
そ
し
て
奥
谷
博
、
松
樹
路
人
、
稲
垣
考
二
、
木
下 

晋
な
ど
現
代
の
画
壇
を
牽
引
す
る
画
家
達
の
自
画
像
で
す
。

　

さ
て
、
こ
う
し
た
自
己
の
心
情
告
白
と
も
い
え
る
自
画

像
と
作
品
を
組
合
せ
、
よ
り
深
い
鑑
賞
に
繋
げ
た
い
と
い

う
の
が
本
展
の
主
旨
で
す
が
、
さ
ら
に
一
部
の
作
家
に
関

し
て
は
長
年
愛
用
し
て
き
た
パ
レ
ッ
ト
を
展
示
い
た
し
ま

す
。
自
画
像
と
作
品
、
パ
レ
ッ
ト
と
作
品
と
い
う
構
成
で
、

六
十
五
作
家
百
二
十
二
点
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

　

パ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
と
、
こ
れ
も
笠
間
日
動

美
術
館
が
誇
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、
現
在
三
百
五
十
点
以

上
と
い
う
世
界
に
類
の
な
い
も
の
で
す
。
発
端
は
日
動
画

廊
創
始
者
長
谷
川
仁
氏
が
、
昭
和
四
十
二
年
に
日
本
で
開

平成23年4月24日（日）～6月12日（日）会期中無休

─キャンバスの中の巨匠たち─

学芸員の眼
　

今
回
展
示
の
木
村
荘
八
や
佐
伯
祐
三
、
藤
田
嗣
治
な
ど
六
十
点
の
自
画
像
に
つ
い
て
思
い
を
巡
ら
す
と
、
大
正
か
ら
昭

和
初
期
が
、自
画
像
と
い
う
画
家
の
作
画
衝
動
に
よ
っ
て
の
み
生
ま
れ
る
造
形
に
と
っ
て
、と
て
も
大
き
な
高
揚
期
で
あ
っ

た
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

西
洋
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
鏡
と
い
う
、
極
め
て
明
瞭
に
世
界
を
映
し
出
す
こ
と
が
可
能
な
鏡
と
油
絵
具
を
用
い
、

明
治
期
に
自
分
を
モ
デ
ル
に
質
感
・
量
感
の
表
現
を
学
ぶ
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
自
画
像
が
、
大
正
期
に
入
っ
て
自
己
を
記

録
し
、
深
化
を
問
い
、
内
省
を
吐
露
す
る
場
と
な
っ
て
盛
期
を
迎
え
、
現
代
で
は
自
分
を
画
中
の
モ
チ
ー
フ
の
一
つ
と
定

義
し
、
描
き
出
す
よ
う
に
な
っ
た
と
、
こ
れ
ら
六
十
点
の
自
画
像
を
見
て
感
ず
る
の
で
す
。

　
「
自
画
像
」
＝
「
作
品
」、
そ
の
端
的
な
例
が
鴨
居 

玲
の
晩
年
の
作
品
で
し
ょ
う
。
今
回
展
示
し
た
三
点
「
勲
章
」「
肖

像
」「
一
九
八
二
年 

私
」
は
、
い
ず
れ
も
自
画
像
で
あ
り
、
か
つ
見
ら
れ
る
こ
と
を
存
分
に
意
識
し
た
作
品
な
の
で
す
。

1F企画展示室

宮本三郎「画室の自画像」
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か
れ
た
ユ
ト
リ
ロ
回
顧
展
に
際
し
、
ユ
ト
リ
ロ
が
馴
染
み

の
画
商
へ
愛
用
の
パ
レ
ッ
ト
に
絵
を
描
い
て
贈
っ
た
こ
と

を
知
り
、
同
年
の
画
廊
創
業
四
十
周
年
と
、
妻
と
共
に
迎

え
た
古
希
を
記
念
し
て
、
親
交
の
深
い
画
家
達
か
ら
願
い

出
て
愛
用
の
パ
レ
ッ
ト
を
譲
り
受
け
た
こ
と
に
始
ま
り
ま

す
。
パ
レ
ッ
ト
に
は
画
家
が
思
い
思
い
に
絵
を
描
き
添
え

て
い
て
、
作
品
と
し
て
も
充
分
楽
し
め
ま
す
し
、
な
に
よ

り
、
こ
の
小
さ
な
板
の
上
で
画
家
が
色
を
調
合
し
、
数
々

の
作
品
を
生
み
出
し
た
の
だ
と
思
う
と
感
慨
深
く
、
見
飽

き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
が
大
変
個
性
的
で
、

使
用
し
た
絵
具
や
状
態
か
ら
は
、
画
家
の
性
格
も
う
か
が

え
、
こ
れ
も
ま
た
セ
ル
フ
・
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
と
い
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

  

自
画
像
と
作
品
、
パ
レ
ッ
ト
と
作
品
、
あ
る
い
は
自
画

像
と
パ
レ
ッ
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
ご
覧
い
た

だ
き
、
鑑
賞
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
う
も
の
で
す
。

展
示
構
成

（
１
）
自
画
像
│
六
十
作
家
、
六
十
点

（
２
）
パ
レ
ッ
ト
│
二
十
五
作
家
、
二
十
五
点

（
３
）
作
品
（
自
画
像
及
び
パ
レ
ッ
ト
展
示
作
家
の
作
品
）
│
三
十
七
点

主
な
出
品
作
品

岩
田
榮
吉 

「
自
画
像
」 

一
九
五
二
年

梅
原
龍
三
郎 

「
自
画
像
」 

鴨
居　

玲 

「
勲
章
」 

一
九
八
五
年

北
川
民
次 

「
画
家
の
肖
像
」 

一
九
三
一
年　

 

木
下　

晋 

「
自
画
像
B
」 

一
九
七
四
年

佐
伯
祐
三 

「
自
画
像
」 

一
九
一
七
年 

高
光
一
也 

「
山
の
自
画
像
」 

一
九
四
三
年

林　
　

武 

「
自
画
像
」 

一
九
七
〇
年 

藤
田
嗣
治 

「
室
内
（
妻
と
私
）」 

一
九
二
三
年

宮
本
三
郎　

 

「
画
室
の
自
画
像
」 

一
九
六
八
年

武
者
小
路
実
篤 

「
自
画
像
」 

一
九
五
九
年

安
井
曾
太
郎 

「
自
画
像
」 

一
九
一
三
年 

萬　

鉄
五
郎　

 

「
自
画
像
」

セルフ・ポートレイト展
主　催／石川県立美術館　　協　力／財団法人日動美術財団　

■
開
館
時
間　

   午
前
九
時
三
〇
分
〜
午
後
六
時
ま
で

（
毎
週
土
曜
日
は
午
後
七
時
）

　
（
入
館
は
閉
館
の
三
〇
分
前
ま
で
）

（　

）
内
は
二
〇
名
以
上
の
団
体
料
金

■
関
連
行
事

■
観
覧
料

記
念
講
演
会

　

日　
　

時　

四
月
二
十
四
日
（
日
）　

午
後
一
時
三
〇
分
〜

　

会　
　

場　

美
術
館
ホ
ー
ル
（
聴
講
無
料
）　

　

講　
　

師　

長
谷
川
徳
七
氏
・
長
谷
川
智
恵
子
氏　

日
動
画
廊
社
長
・
副
社
長

　

演　
　

題　
「
素
顔
の
作
家
た
ち
」

鉛
筆
で
描
く
│
木
下
晋
さ
ん
に
よ
る
セ
ル
フ
・
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
講
座

　

日　
　

時　

五
月
八
日
（
日
）　

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

　

講　
　

師　

木
下 

晋 

氏 （
画
家
・
金
沢
美
術
工
芸
大
学
教
授
）

　

会　
　

場　

美
術
館
講
義
室

　

対　
　

象　

中
学
生
以
上
二
〇
名　

参
加
費
…
四
〇
〇
円

　

申
込
方
法　

  

四
月
二
十
七
日
（
水
）
ま
で
（
当
日
必
着
）
に
、
往
復
は
が
き
（
一
人
一
枚
）
に
住
所
、 

　
　
　
　
　
　

 

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、
返
信
用
宛
名
を
記
入
し
、
当
館
セ
ル
フ
・
ポ
ー

　
　
　
　
　
　

ト
レ
イ
ト
係
へ
。（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
　
　
　
　
　

毎
週　

日
曜
日
午
前
十
一
時
〜

安井曾太郎「自画像」

岩田榮吉「自画像」

一　
　

般

八
〇
〇
円
（
六
〇
〇
円
）

大

学

生

六
〇
〇
円
（
四
〇
〇
円
）

小
・
中
・
高
生

二
〇
〇
円
（
一
〇
〇
円
）
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「
金
沢
百
万
石
ま
つ
り
」
は
、
加
賀
藩
祖
・
前
田
利
家

が
賤
ヶ
岳
の
戦
い
の
後
、
四
月
二
十
八
日
（
新
暦
六
月

十
四
日
）
金
沢
に
入
城
し
、
金
沢
の
礎
を
築
い
た
偉
業
を

偲
ん
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
時
期
に
合
わ

せ
て
、
前
田
育
徳
会
が
所
蔵
す
る
藩
主
代
々
の
甲
冑
や
陣

羽
織
を
公
開
す
る
恒
例
の
展
覧
会
で
す
。

　

今
回
注
目
い
た
だ
き
た
い
作
品
は
、
二
代
藩
主
前
田
利

長
所
用
の
「
銀
鯰
尾
形
兜
」
で
す
。
長
烏
帽
子
・
熨
斗
烏

帽
子
に
似
て
お
り
、
戦
国
時
代
に
流
行
し
た
変
わ
り
兜
の

形
式
の
一
つ
で
す
。
鯰
は
大
地
を
揺
る
が
す
と
言
い
伝
え

ら
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
不
気
味
な
力
で
敵
に
勝
つ
と
い

う
縁
起
を
か
つ
い
で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
、
同
種
の
兜
は

初
代
利
家
所
用
と
い
わ
れ
る
も
の
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
長
大
な
兜
を
被
り
馬
に
乗
る
武
将
の
勇
壮
な
姿
は
見

事
な
も
の
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
前
田
家
が
加
賀
・
能
登
・

越
中
の
三
国
を
領
有
す
る
端
緒
と
な
っ
た
末
森
の
戦
い
の

絵
巻
に
、
前
田
利
家
と
と
も
に
鯰
尾
形
兜
の
利
長
の
雄
姿

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
作
品
は
当
館
で
は
初

公
開
の
作
品
で
す
。
ま
た
、
同
じ
く
末
森
の
戦
い
で
利
家

が
旗
印
と
し
た
と
い
わ
れ
る
「
鐘
馗
幟
」
は
現
在
重
要
文

化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
明
治
時
代
の
岸
浪
柳
渓
に
よ

る
模
写
を
合
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。
鐘
馗
は
疫
鬼
を
退
け
、

魔
除
け
と
な
る
神
と
し
て
、
武
将
に
好

ま
れ
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
二
代
利

長
か
ら
十
代
重
教
に
関
連
す
る
甲
冑

や
陣
羽
織
を
中
心
に
二
十
六
点
を
展

示
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、
長
谷
川
等
伯
の
没
後
四
〇
〇
年
に
あ
た
っ
た

こ
と
か
ら
、
東
京
と
京
都
で
大
規
模
な
回
顧
展
が
開
催
さ

れ
、
等
伯
を
再
認
識
す
る
機
運
が
全
国
的
に
高
ま
り
ま
し

た
。
石
川
県
立
美
術
館
は
長
谷
川
等
伯
の
作
品
を
所
蔵
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
等
伯
と
号
す
る
前
の
信
春
時
代
の
重
要

な
作
品
で
あ
る
、石
川
県
指
定
文
化
財「
十
六
羅
漢
図
」（
霊

泉
寺
蔵
）
と
「
日
蓮
聖
人
像
」（
実
相
寺
蔵
）
が
寄
託
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
点
は
、
先
の
回
顧
展
を
は
じ
め
全

国
か
ら
借
用
の
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
文

化
財
保
存
の
観
点
か
ら
も
、
全
幅
そ
ろ
っ
て
石
川
県
立
美

術
館
で
同
時
に
公
開
す
る
機
会
が
近
年
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

そ
こ
で
今
回
の
特
集
で
は
、「
十
六
羅
漢
図
」
全
八
幅
と
、

等
伯
が
二
十
七
歳
の
時
に
描
い
た
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て

い
る
「
日
蓮
聖
人
像
」
を
あ
わ
せ
て
展
示
し
、
等
伯
の
画

業
展
開
の
一
端
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
興
味
深
い

の
は「
十
六
羅
漢
図
」の
制
作
時
期
で
す
。「
日
蓮
聖
人
像
」

と
比
較
す
る
と
、「
十
六
羅
漢
図
」
に
は
人
物
描
写
を
数

多
く
こ
な
し
た
習
熟
の
あ
と
が
う
か
が
え
る
と
言
う
こ
と

が
で
き
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
「
十
六
羅
漢
図
」
に

描
か
れ
た
岩
の
表
現
に
は
、
等
伯
と
号
す
る
よ
う
に
な
っ

て
制
作
さ
れ
た
作
品
と
共
通
す
る
手

法
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

信
春
か
ら
等
伯
へ
の
移
行
期
の
作
品

と
位
置
付
け
る
こ
と
も
で
き
る
で

し
ょ
う
。

百万石大名の装い
　  ─甲冑・陣羽織─

長谷川等伯と
その周辺

5月11日（水）～7月12日（火） 6月13日（月）～15日（水）は休館5月11日（水）～6月12日（日）会期中無休

前田育徳会尊經閣文庫分館第２展示室

銀鯰尾形兜　前田利長所用石川県指定文化財「十六羅漢図」 
長谷川信春（等伯）霊泉寺蔵
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「
彫
刻
」
と
聞
い
て
、
偉
人
や
著
名
人
の
「
胸
像
」
や
、

人
の
顔
・
頭
部
を
指
す
「
首
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
方
も
多

く
居
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
人
の
顔
を
モ
チ
ー
フ

と
し
て
作
ら
れ
る
立
体
作
品
は
、
彫
刻
・
工
芸
を
含
め
、

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
た
い
へ
ん
古
く
か
ら
み
え
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
彫
刻
を
習
い
始
め
る
に
当
た
り
先
ず
は

じ
め
に
作
る
の
が
こ
の｢

首｣

で
あ
る
よ
う
に
、
人
体
彫

刻
に
お
け
る
最
も
基
本
的
な
単
位
で
あ
る
と
同
時
に
、
生

涯｢
首｣

制
作
一
筋
に
打
ち
込
む
作
家
が
居
る
よ
う
に
、

た
い
へ
ん
奥
深
く
魅
力
に
溢
れ
る
テ
ー
マ
・
モ
チ
ー
フ
で

も
あ
り
、
彫
刻
に
お
い
て
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
形
成
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
人
の
顔
を
中
心
に
、
頭
部
〜
頸
部

に
か
け
て
の｢

首｣
は
、
人
体
の
中
で
最
も
ま
と
ま
っ
た

彫
刻
的
な
量
塊
の
美
を
示
し
て
い
る
部
位
で
あ
り
、
ま
た

同
時
に
像
主
そ
の
人
を
代
表
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
そ

の
人
物
の
性
格
や
心
情
、
さ
ら
に
は
人
生
を
も
代
弁
す
る

｢

顔｣

を
含
む
も
の
で
、
人
間
表
現
の
対
象
と
し
て
も
最

も
端
的
で
魅
力
溢
れ
る
対
象
と
し
て
あ
る
も
の
で
す
。

　

本
展
は
、
館
蔵
の
吉
田
三
郎
作
品
な
ど
を
中
心
と
し
て
、

顔
を
中
心
と
す
る
多
彩
な
表
情
を
持
つ
首
作
品
の

諸
相
を
眺
め
、
像
主
の
個
性
溢
れ
る
人
物
の
表
現

や
、
モ
デ
ル
の
人
と
な
り
や
人
間
性
と
、
素
材
と

の
融
合
に
よ
り
醸
成
さ
れ
る
首
作
品
独
自
の
存
在

感
を
お
楽
し
み
い
た
だ
く
と
共
に
、
彫
刻
家
の
深

い
人
間
観
察
や
人
物
表
現
の
眼
差
し
を
も
辿
る
も

の
で
す
。

4月24日（日）～6月12日（日）会期中無休4月24日（日）～5月8日（日）会期中無休

吉田三郎「北村西望像」

　

前
田
育
徳
会
尊
經
閣
文
庫
分
館
で
は
引
き
続
き
「
花
鳥

の
美
」
を
開
催
中
で
す
。
自
然
と
と
も
に
暮
ら
し
、
自
然
と

の
深
い
関
わ
り
の
中
で
文
化
を
育
ん
で
き
た
日
本
人
に
は
、

自
然
に
心
情
を
重
ね
て
表
現
す
る
と
い
う
伝
統
が
あ
り
ま

す
。
美
術
作
品
に
も
そ
の
傾
向
が
見
ら
れ
、
花
鳥
風
月
を

表
現
す
る
作
品
が
好
ま
れ
て
制
作
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
「
紫
檀
鷹
蒔
絵
刀
掛
」
は
、
紫
檀
の
素
地
に
勇
壮
な
鷹

を
蒔
絵
で
表
し
て
い
ま
す
。
刀
掛

は
武
士
の
魂
と
も
い
え
る
刀
を

掛
け
る
道
具
で
す
が
、
こ
こ
に
表

さ
れ
る
鷹
は
い
か
に
も
勇
ま
し

く
、
刀
を
納
め
る
に
ふ
さ
わ
し
い

意
匠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
桜
は
わ
れ
わ
れ
日
本
人
に
と
っ
て
は
例
年
に
も

増
し
て
、
特
別
な
思
い
で
眺
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

季
節
は
春
か
ら
晩
春
へ
、
そ
し
て
初
夏
へ
と
悠
然
と
歩
み

を
進
め
て
い
ま
す
。
自
然
と
の
共
生
が
叫
ば
れ
て
久
し
い

今
日
で
す
が
、
今
ま
さ
に
人
間
の
叡
智
を
結
集
し
た
新
た

な
時
代
へ
の
速
や
か
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

絵
画
や
工
芸
に
描
か
れ
た
東
洋
の
自
然
観
を
、
展
示
中

の
作
品
の
な
か
に
感
じ

と
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

自
然
と
日
本
人
と
の
深
い

つ
な
が
り
を
再
考
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

顔 ～様々な表情～

第4展示室

花鳥の美 ─絵画と調度─

前田育徳会尊經閣文庫分館

4月24日（日）～5月8日（日）　会期中無休

花鳥の美 ─絵画と工芸─
第2展示室

五
月
前
半
の
展
覧
会

色絵牡丹図平鉢　古九谷

紫檀鷹蒔絵刀掛
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平成22年度の新収蔵品
　平成22年度は、４名の方より総計８点の作品をご寄附いただきました。ご寄附を賜りました各位に改めて感謝
申し上げます。また、今後とも皆様のご協力をお願いいたします。この他22年度は５点の購入があり、３月末日
現在の収蔵品総数は3,089点です。

13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 №

彫
刻

彫
刻

油
彩
画

油
彩
画

油
彩
画

染
織

染
織

陶
磁

陶
磁

陶
磁

陶
磁

陶
磁

陶
磁

分　

類

女
と
男
の
不
思
議
な
縁

月
の
雫 

Ⅲ

ピ
エ
ロ
の
夢
物
語
り

ア
ン
ニ
ウ
イ
の
午
後

ガ
キ
大
将

友
禅
訪
問
着
「
椿
」

友
禅
訪
問
着
「
幻
影
・
二
」

野
葡
萄
文
面
取
壺

鴾
（
と
き
）
の
風
景
長
角
壺

青
釉
華
線
文
花
器　

耀
彩
瑠
璃
光
壺

耀
三
彩
壺 

耀
彩
十
二
稜
壺
・
恒
河

作　

品　

名

堀  

義
雄

石
田
瑞
夫

吉
川
花
憂

吉
川
花
憂

吉
川
花
憂

窪
田　

祐
兆

前
田　

朋
美

山
田
義
明

武
腰　

潤

宮
西
篤
士

三
代
德
田
八
十
吉

三
代
德
田
八
十
吉

三
代
德
田
八
十
吉

作　

者　

名

堀  

義
雄
氏
寄
附

石
田
瑞
夫
氏
寄
附

吉
川
花
憂
氏
寄
附

吉
川
花
憂
氏
寄
附

吉
川
花
憂
氏
寄
附

購
入

購
入

購
入

購
入

購
入

四
代
德
田
八
十
吉
氏
寄
附

四
代
德
田
八
十
吉
氏
寄
附

四
代
德
田
八
十
吉
氏
寄
附

区　
　
　

分

耀彩十二稜壺・恒河　三代德田八十吉

耀三彩壺  三代德田八十吉

耀彩瑠璃光壺　三代德田八十吉 青釉華線文花器　宮西篤士

鴾（とき）の風景長角壺　武腰　潤 野葡萄文面取壺　山田義明　

月の雫 Ⅲ　石田瑞夫 女と男の不思議な縁　堀  義雄アンニウイの午後　吉川花憂 ピエロの夢物語り　吉川花憂

友禅訪問着「幻影・二」  前田朋美 友禅訪問着「椿」 窪田祐兆
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今年度の土曜講座

展
示
室

展
覧
会
名

第
２
展
示
室

特
別
陳
列　
　
　

仏
教
絵
画

第
３
展
示
室

特
集
展
示　
　
　

生
誕
一
〇
〇
年　

森
本
仁
平
展

第
５
展
示
室

特
集
展
示　
　
　

工
芸
に
見
る
鳥
の
意
匠

会
期　

六
月
十
六
日
（
木
）
〜
七
月
十
二
日
（
火
）

　

当
館
学
芸
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
を
設
け
て
行
う
土
曜
講
座
。
昨
年
度

は
一
年
を
通
し
て
、
大
き
く
「
石
川
の
美
術
史
」
を
共
通
し
た
主
題
と
し
て
、

各
学
芸
員
が
専
門
と
す
る
ジ
ャ
ン
ル
の
郷
土
の
美
術
に
つ
い
て
の
内
容
で
開

講
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
五
月
十
四
日
を
皮
切
り
に
計
二
十
五
回
の
講
座
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
、
九
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
九
回
は
「
私
が
選
ぶ
こ
の
作

家
、
こ
の
作
品
」
を
共
通
し
た
主
題
と
し
て
、
各
学
芸
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
の
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
選
ん
だ
作
家
の
作
家
論
、作
品
論
を
展
開
し
ま
す
。（
内

容
に
つ
い
て
は
九
月
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。）

■
土
曜
講
座
日
程
（
予
定
）
五
月
〜
八
月

　

国
際
博
物
館
の
日
は
、
博
物
館
が
社
会
に
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
広

く
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
国
際
博
物
館
会
議
（
略
称

I
C
O
M
：
イ
コ
ム
）
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
、
一
九
七
七
年
に
設
け
ら

れ
ま
し
た
。
世
界
各
地
で
記
念
行
事
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
わ
が
国
で

は
二
〇
〇
二
年
に
初
め
て
参
加
し
、
今
年
で
十
回
目
を
迎
え
ま
す
。
毎

年
開
催
に
あ
た
っ
て
世
界
共
通
の
テ
ー
マ
が
定
め
ら
れ
ま
す
。
本
年
は

「
博
物
館
と
記
憶
（M

useum
s and M

em
ory

）」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

石
川
県
で
は
ま
だ
ま
だ
馴
染
み
が
薄
い
よ
う
で
す
が
、
当
館
で
は

「
国
際
博
物
館
の
日
」
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
五
月
十
八
日

を
全
館
団
体
割
引
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
試
み
で
す
が

こ
れ
を
機
会
に
美
術
館
・
博
物
館
の
役
割
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

五
月
十
八
日
は

国
際
博
物
館
の
日

次
回
の
展
覧
会

五
月
の
行
事
予
定

実
施
日

テ
ー
マ

担
当
者

五
月
十
四
日

長
谷
川
等
伯
の
画
業

村
瀬 

担
当
課
長

五
月
二
十
一
日
セ
ル
フ
・
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
の
画
家
達

二
木 

担
当
課
長

五
月
二
十
八
日
銅
像
に
つ
い
て
（
特
集
「
顔
」
に
ち
な
ん
で
）
北
澤 

学
芸
専
門
員

六
月
二
十
五
日
高
橋
介
州
と
加
賀
象
嵌

南　

 

担
当
課
長

七
月
二
日

仏
教
の
絵
画

谷
口 

普
及
課
長

七
月
十
六
日

東
京
美
術
学
校
と
石
川
（
一
）

西
田 

担
当
課
長

七
月
二
十
三
日
工
芸
の
中
の
人
形

寺
川 

学
芸
主
査

八
月
二
十
七
日
防
虫
に
つ
い
て

宮　

 

学
芸
第
一
課
長

■
ビ
デ
オ
上
映
会　
　

午
後
一
時
三
〇
分
〜　

美
術
館
ホ
ー
ル　

入
場
無
料

十
五
日
（
日
）

「
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト　

〜
光
と
影
の
自
画
像
〜
」  

（
三
〇
分
）

「
魂
の
自
画
像　

ゴ
ッ
ホ
／
シ
ー
レ
」 

（
三
〇
分
）

■
キ
ッ
ズ
☆
プ
ロ
グ
ラ
ム　

午
後
一
時
三
〇
分
〜　

 

美
術
館
講
義
室　

参
加
無
料

二
十
二
日
（
日
）

セ
ル
フ
・
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
展
鑑
賞
講
座

■
セ
ル
フ
・
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
展
関
連
行
事

八
日
（
日
）

 

鉛
筆
で
描
く
（
詳
細
は
三
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。）

※
土
曜
講
座
は
右
の
記
事
を
参
照
下
さ
い
。



「拾牛図」  じゅうぎゅうず　1918年（大正7年）　　縦171cm×横375cm（片隻の大きさ）　 所蔵品紹介215

橋本 関雪　はしもとかんせつ　1883年（明治16年）～1945年（昭和20年）　
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5月9・10日は第1～2展示室、尊經閣
文庫分館を展示替えのため閉室します

ご利用案内
コレクション展観覧料
　　　一　般　350円（280円）
　　　大学生　280円（220円）
　　　高校生以下　無料
　　　　※（　　）内は団体料金

5月の開館時間
　　　午前9：30～午後6：00
　　　　（毎週土曜日は午後７：00まで開館）

カフェ営業時間
　　　午前10：00～午後7：00　

　

好
評
に
つ
き
暫
く
品
切
れ
が
続
い
て
い

ま
し
た
「
茶
道
美
術
名
品
図
録
」
が
第
二

版
と
し
て
、「
九
谷
名
品
図
録
」
が
改
訂

第
三
版
と
し
て
シ
ョ
ッ
プ
に
並
ぶ
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
当
館
の
茶
道
具
、
古
九
谷

は
言
う
ま
で
も
な
く
他
を
圧
倒
す
る
優
品

揃
い
で
す
。
写
真
、
解
説
と
も
に
充
実
し

た
各
書
は
、
愛
好
家
に
と
っ
て
も
恰
好
の

テ
キ
ス
ト
と
し
て
ご
愛
用
頂
け
ま
す
。

各
二
、〇
〇
〇
円

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

シ
ョ
ッ
プ
通
信

　

拾
牛
図
は
十
牛
図
と
も
書
き
、
禅
の
悟
り
に
至
る
修
業

を
、
牧
童
が
牛
を
探
し
捕
ら
え
て
帰
る
ま
で
の
過
程
に
例
え

た
も
の
で
、
一
．
尋
牛
、
二
．
見
跡
、
三
．
見
牛
、
四
．
得

牛
、
五
．
牧
牛
、
六
．
騎
牛
帰
家
、
七
．
忘
牛
存
人
、
八
．

人
牛
倶
忘
、
九
．
返へ
ん

本ぽ
ん

還げ
ん

源げ
ん

、
十
．
入に

っ

鄽て
ん

垂す
い

手し
ゅ

の
十
種
の
絵

か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。
中
国
宋
代
の
禅
僧
廓
庵
に
よ
る
も
の

が
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
図
式
的
な
も

の
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
し
か
し
本
作
で
は
、
主
人
公
と

な
る
は
ず
の
牧
童
が
後
向
き
に
描
か
れ
る
な
ど
、
場
面
説
明

へ
の
拘
り
を
捨
て
た
構
図
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
写

実
的
な
描
写
と
併
わ
せ
て
、
ド
ラ
マ
の
一
場
面
を
見
る
よ
う

に
説
得
力
の
あ
る
臨
場
感
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
幼
少
よ

り
四
条
派
系
の
画
家
に
つ
い
て
熟
練
し
た
描
写
力
と
、
絹
の

裏
か
ら
金
箔
を
施
す
「
裏
金
」
の
装
飾
的
技
法
が
相
俟
っ
て
、

十
牛
と
い
う
禅
の
思
想
が
関
雪
独
自
の
世
界
に
創
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

橋
本
関
雪
は
明
治
十
六
年
神
戸
市
に
生
ま
れ
、
は
じ
め
片

岡
公
曠
、
の
ち
竹
内
栖
鳳
に
師
事
し
ま
し
た
。
奔
放
で
率
直

な
性
格
は
師
で
あ
る
栖
鳳
と
も
軋
轢
を
生
み
、
四
十
年
に
は

師
の
も
と
を
離
れ
ま
す
。
明
治
四
十
一
年
第
二
回
文
展
に
初

入
選
以
降
文
展
を
中
心
に
活
躍
。
四
条
派
の
写
実
を
基
礎
に
、

中
国
や
日
本
の
古
画
を
研
究
し
独
自
の
画
風
を
確
立
し
ま
し

た
。
昭
和
九
年
帝
室
技
芸
員
、
十
年
帝
国
美
術
院
会
員
。　


